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図
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、
角
筆
文
献
目
録
、
角
筆
文
献
調
査
法

一

調
査
の
目
的

金
光
図
書
館
は
、
岡
山
県
浅
口
市
金
光
町
大
谷
に
あ
る
宗
教
法
人
金
光

教
が
運
営
す
る
図
書
館
で
あ
る
。
昭
和
十
八
年
に
創
立
さ
れ
、
金
光
教
に

関
す
る
出
版
物
を
は
じ
め
、
国
文
学
、
国
史
に
関
す
る
本
、
宗
教
関
係
、

児
童
書
、
戦
前
雑
誌
等
の
ほ
か
、
貴
重
な
古
文
献
も
数
多
く
所
蔵
し
て
い

る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
古
文
献
の
中
に
は
、
必
ず
角
筆
文
献
も

存
す
る
と
確
信
し
て
、
一
九
九
二
年
に
、
広
島
大
学
の
大
学
院
生
や
広
島

女
学
院
大
学
の
学
生
を
引
率
し
、
角
筆
文
献
の
発
掘
調
査
を
行
っ
た
。
予

想
ど
お
り
の
成
果
で
、
筆
記
具
と
し
て
の
角
筆
も
含
め
、
一
〇
点
以
上
の

角
筆
文
献
が
見
つ
か
っ
た
。
そ
の
成
果
は
、
す
ぐ
に
小
林
芳
規
博
士
に
報

告
し
、
発
見
し
た
角
筆
文
献
の
書
誌
的
事
項
は
『
角
筆
文
献
目
録
』（
小
林

芳
規
編
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る（1
）。

そ
の
調
査
後
、
金
光
図
書
館
の
角
筆
文
献
を
詳
し
く
調
査
す
る
こ
と
の

な
い
ま
ま
、
約
三
十
年
を
経
て
、
再
び
金
光
図
書
館
の
角
筆
調
査
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
調
査
を
思
い
至
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
筆
記
具
と

し
て
の
角
筆
が
た
い
へ
ん
貴
重
な
資
料
で
あ
っ
た
と
改
め
て
思
い
至
り
、

そ
の
資
料
を
再
度
確
認
し
た
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
三
十

年
前
の
調
査
で
は
、
角
筆
文
献
の
発
見
を
重
視
し
、
本
文
に
書
き
入
れ
ら

れ
た
角
筆
を
丁
寧
に
解
読
す
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
が
、
金
光
図
書
館
で

の
調
査
か
ら
三
十
年
が
経
ち
、
筆
者
も
、
様
々
な
角
筆
調
査
を
重
ね
て
き

て
お
り
、
そ
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
再
度
、
角
筆
文
献
を
調
査
す
る
こ
と

に
し
た
こ
と
も
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
回
の
調
査
で
は
、

全
て
の
角
筆
文
献
を
、
各
丁
に
わ
た
り
全
て
読
む
と
い
う
こ
と
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
角
筆
文
字
の
例
に
関
し
て
は
、
今
回
の
調
査
で
新
た
に
見
出



柚木　靖史・近藤　友子・石田　泰子（ 　 ）2 53

し
た
例
は
多
い
。
ま
た
、
角
筆
文
献
の
書
誌
的
事
項
も
、
修
正
す
る
と
こ

ろ
も
あ
っ
た
。
な
お
、
筆
記
具
の
角
筆
は
、
た
い
へ
ん
行
き
届
い
た
保
存

が
な
さ
れ
て
お
り
、
三
十
年
前
と
同
じ
状
態
で
再
調
査
す
る
こ
と
が
で
き

た
。今

回
の
調
査
で
は
、
図
書
館
と
関
わ
り
の
深
い
角
筆
例
会
メ
ン
バ
ー
の

二
人
の
協
力
を
得
て
、
図
書
館
情
報
学
の
立
場
や
、
図
書
館
司
書
の
視
点

か
ら
角
筆
の
在
り
方
の
検
討
を
行
っ
た
。
三
十
年
前
と
は
違
っ
て
、
デ
ジ

タ
ル
化
が
進
み
、
角
筆
情
報
も
、
紙
媒
体
で
保
管
す
る
の
で
は
な
く
、
映

像
も
含
め
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
と
し
て
保
管
す
る
こ
と
が
可
能
な
時
代
と

な
っ
た
。
今
回
、
お
二
人
の
角
筆
例
会（2
）の

メ
ン
バ
ー
と
共
同
で
、
そ
の
新

し
い
視
点
か
ら
の
考
察
を
行
う
こ
と
も
本
稿
の
目
的
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

二

角
筆
が
挟
ま
れ
て
い
た
文
献

金
光
図
書
館
蔵
の
角
筆
文
献
の
う
ち
特
に
重
要
な
発
見
は
、
板
本
の
中

に
挟
み
込
ま
れ
た
状
態
で
竹
製
の
角
筆
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
角

筆
は
、
序
（
5
丁
裏
）
と
本
文
（
1
丁
表
）
の
間
に
挟
み
込
ま
れ
て
い
た
。

角
筆
が
挟
み
込
ま
れ
た
左
側
の
丁
（
5
丁
裏
）
は
、
序
の
最
終
部
で
あ
り
、

空
白
の
行
が
多
い
。
そ
の
空
白
部
分
に
は
、
左
か
ら
起
筆
し
右
に
向
か
う

五
本
の
横
線
が
、
2
セ
ン
チ
ほ
ど
の
幅
で
平
行
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
凹
み
線
は
、
太
く
、
深
い
彫
で
、
挟
み
込
ま
れ
た
角
筆
で
書
き
入
れ

ら
れ
た
と
み
て
矛
盾
は
し
な
い
。
角
筆
の
形
状
は
、
線
を
書
き
込
む
た
め

に
力
が
一
方
向
か
ら
筆
先
に
加
わ
っ
て
湾
曲
し
、
紙
面
に
当
て
ら
れ
た
と

思
わ
れ
る
先
端
が
墨
で
黒
ず
ん
で
い
る
。
そ
の
状
況
は
、
挟
み
込
ま
れ
た

角
筆
が
、
実
際
に
使
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
状
況
か
ら
し
て
、
こ

の
角
筆
を
使
い
、
五
本
の
横
線
を
書
き
込
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
角
筆
の
線
が
書
き
込
ま
れ
た
と
こ
ろ
に
、
角
筆
が
挟
み

込
ま
れ
て
見
つ
か
っ
た
例
は
珍
し
い
。
角
筆
が
実
際
に
使
わ
れ
て
い
た
こ

と
を
証
明
で
き
る
と
い
う
点
で
、
当
該
の
角
筆
文
献
は
貴
重
で
あ
る
。
な

お
、
同
じ
よ
う
な
太
い
線
は
、
挟
み
込
ま
れ
て
い
た
丁
以
外
か
ら
は
見
つ

か
ら
な
い
。
ま
た
、
角
筆
文
字
の
例
も
、
本
書
か
ら
は
見
つ
か
っ
て
い
な

い
。後

に
書
誌
的
事
項
を
示
す
が
、
本
書
は
「
古
川
隼
人
氏
」
の
蔵
書
で
あ

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
古
川
隼
人
氏
（
1
8
8
9
年
（
明
治
22
年
）
生
。

1
9
7
4
年
（
昭
和
49
年
）
死
去
）
は
、
金
光
教
の
専
掌
、
部
長
等
の
要

職
を
勤
め
ら
れ
た
。
な
お
、
角
筆
の
書
の
使
用
者
が
誰
で
あ
る
か
は
、
不

明
で
あ
る
。
古
川
家
に
代
々
、
伝
わ
っ
た
文
献
で
あ
れ
ば
、
角
筆
の
使
用

者
が
古
川
家
に
関
わ
る
人
物
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
古
川
隼
人
氏
が
、

生
存
中
に
古
書
を
購
入
し
た
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の

場
合
は
、
角
筆
の
使
用
者
は
不
明
で
あ
る
。
本
書
「
中
庸
」
は
、
天
保
頃

の
板
な
の
で
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
、
角
筆
の
使
用
が
見
ら
れ
な
く
な
る

明
治
末
ぐ
ら
い
ま
で
に
、
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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【
角
筆
が
挟
み
込
ま
れ
た
状
態
で
見
つ
か
っ
た
角
筆
文
献
】

□
保

中
庸

新
校
正

後
藤
点
（
題
簽
よ
り
）
一
冊
（
全
冊
揃
い
）

二
〇
二
三
年
二
月
二
十
五
日
再
調
査

（
表
紙
貼
付
ラ
ベ
ル
1
）
金
光
図
書
館

古
川
隼
人
蔵
書

漢
之
部

一
冊

ノ
内
一
巻

第
二
四
号

8
5
（
表
紙
貼
付
ラ
ベ
ル
2
）
8
1
0
・
7
・

2
―
2

フ
ァ
イ
ル
に
納
め
ら
れ
た
状
態

フ
ァ
イ
ル
に
「
中
庸
（
古
川

隼
人
氏
蔵
）
と
あ
り
」
（
フ
ァ
イ
ル
貼
付
ラ
ベ
ル
）「
金
光
図
書
館

1
0

9
3
6
9
4
6
」

江
戸
時
代
天
保
年
間
（
題
簽
が
破
損
し
て
い
る
た
め
「
保
」
し
か
読
め
な

い
が
、
装
丁
か
ら
し
て
江
戸
時
代
後
期
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
な
の
で

「
天
保
」
と
判
断
す
る
）
袋
綴
装

印
な
し

縦
2
5
・
5
糎

横
1

7
・
5
糎

表
紙
色

茶

黒
墨
書
き
入
れ
な
し

不
審
紙
あ
り

（
内
題
）
中
庸

朱
熹
章
句

（
版
心
記
）
校
正
点

（
角
筆
例
）

序
（
5
丁
裏
）
に
角
筆
の
線
が
、
左
か
ら
右
に
横
書
き
の
五
本
の
線
あ
り
。

他
に
線
は
あ
る
が
、
文
字
は
な
い
。

三

金
光
図
書
館
蔵
の
角
筆
文
献
の
書
誌
的
事
項

こ
こ
で
は
、
二
〇
二
一
年
か
ら
二
〇
二
三
年
に
か
け
て
再
調
査
し
た
角

筆
文
献
の
書
誌
的
事
項
を
示
す
。
こ
れ
ら
の
、
角
筆
文
献
は
い
ず
れ
も
一

九
九
二
年
の
調
査
時
に
発
見
さ
れ
た
文
献
で
は
あ
る
が
、
そ
の
時
に
は
で

き
な
か
っ
た
角
筆
解
読
作
業
を
行
い
、
書
誌
的
事
項
に
つ
い
て
も
、
修
正

を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

（
1
）「
改
正

孝
経

山
崎
嘉
点
」（
題
簽
よ
り
）
一
冊

江
戸
時
代
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
板

袋
綴
装

全
巻
揃
い
「
金
光
図

書
館
蔵
」
朱
印
あ
り

縦
2
4
・
5
糎

横
1
7
・
5
糎

表
紙
色

茶

題
簽
あ
り

墨
書
書
入
れ
な
し

匡
郭
・
単

不
審
紙
な
し

（
刊
記
）
嘉
永
四
辛
亥
年
青
陽

（
角
筆
例
）

孰「
タ
レ
カ
」カ
（
7
丁
表
4
行
目
）

（
2
）
小
学
日
本
文
典

田
中
義
廉
著

二
冊

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
板

袋
綴
装

全
巻
揃
い
「
貒
窠
書
屋
」「
金

光
図
書
館
蔵
」
朱
印
あ
り

縦
2
5
・
5
糎

横
1
7
・
5
糎

表
紙
色

黄

題
簽
あ
り

墨
書
書
入
れ
あ
り

匡
郭
・
複

不
審
紙
あ
り

（
表
紙
見
返
し
・
印
刷
）
田
中
義
廉
著
／
小
学
日
本
文
典

一
二
／
明
治
七

年
第
一
月
貒
窠
書
屋

（
刊
記
）
貒
窠
書
屋
蔵
版
／
日
本
文
典
外
編

日
本
大
文
典

翻
刻

　
　
　

東
京
書
林

雁
金
屋
清
吉
／
同
出
店

発
兌

（
角
筆
例
）

（
一
冊
目

巻
二

十
二
丁
表
上
欄
外
）「第

」（
逆
さ
の
文
字
）
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《
考
察
》

角
筆
例
は
、
文
字
を
逆
さ
ま
に
書
い
て
い
る
と
い
う
点
で
、
特
徴
的
な

例
で
あ
る
。
逆
さ
ま
に
書
か
れ
た
状
況
は
、
様
々
考
え
ら
れ
る
が
、
一
例

と
し
て
は
、
勉
強
の
場
で
、
前
に
座
っ
て
勉
強
し
て
い
る
者
が
、
後
ろ
の

席
を
振
り
返
っ
て
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
に
文
字
を
書
き
込
ん
だ
と
い
う
状
況

で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
を
上
下
逆
方
向
に
し
て
、
文
字
を
書
き

入
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
な
ぜ
、「
第
」
と
い
う
字
が
書
き
入

れ
ら
れ
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
で
は
な
い
。

（
3
）
書
名

文
政
□
□

孟
子

道
春
点

二
（
題
簽
よ
り
）
一
冊

江
戸
時
代
文
政
年
間
板

袋
綴
装

欠
本
あ
り
「
金
光
図
書
館
蔵
」
朱
印

あ
り

縦
2
5
・
5
糎

横
1
8
・
0
糎

表
紙
色

青

題
簽
あ
り

墨
書
書
入
れ
あ
り

匡
郭
・
単

不
審
紙
あ
り

（
第
一
冊

一
丁
表
・
墨
書
）
盈

箱
印

（
第
一
冊

一
丁
表
上
欄
外
・
墨
書
）
多
嘉
／
杢
兵
衛
／
千
代
丸
／
千
代
治

（
第
一
冊

六
十
八
丁
・
墨
書
）
忠
満

目
崎
多
嘉
之

（
第
一
冊

巻
末
墨
書
）
備
後
也

備
中
小
田
郡

西
原

備
中
小
田
郡
笠

岡

遍
照
寺
弟
子
常
明
従

（
第
一
冊

後
表
紙
・
墨
書
）
大
札
屋

若
松
本

（
角
筆
例
）

（
一
冊
目

4
2
丁
表
8
行
目
）
卿
「
キ
ヨ
ウ
」ヨ
リ

《
考
察
》

「
卿
」
の
音
は
、「
キ
ヤ
ウ
」
と
い
う
開
音
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
キ

ヨ
ウ
」
と
な
っ
て
お
り
、
開
合
が
乱
れ
て
い
る
。

（
4
）
朱
熹
集
註

孟
子

四
冊

江
戸
時
代
後
期
板

訓
点
付
刻
あ
り

袋
綴
装

紺
表
紙

黒
・
朱
書
き

入
れ
あ
り

不
審
紙
あ
り

縦
2
7
・
2
糎

横
1
9
・
0
糎

匡
郭
・

複

朱
印
あ
り

（
第
二
冊
・
後
表
紙
見
返
し

墨
書
）
文
久
元
辛
酉
七
月

備
前

森
氏
／

文
政
十
二
丑
年
二
月
上
旬
／
紙
数

九
五
枚

文
政
十
三

（
第
四
冊

墨
書
）
文
政
十
二
丑
年
二
月
上
旬
／
此
主
稲
垣
氏
（「
稲
垣
」

墨
に
て
抹
消
）

（
刊
記
）
荒
川
四
郎
左
衛
門
梓
行

【
角
筆
例
】

1
養
「
ヨ
ウ
」‐
気
（
第
一
冊

序
5
オ
2
）

2
流
‐
行「
コ
」ス
ル
（
第
二
冊

巻
三

5
オ
3
）

3
饔
「
ヨ
ウ
」‐
飧
（『
ヨ
ウ
』『
サ
ン
』
の
墨
書
あ
り
）（
第
二
冊

巻
五

1
4

丁
オ
2
）

4
陶
「
ヨ
ウ
」

（
第
二
冊

巻
五

1
8
丁
オ
2
）

5
賤
―
丈「
上
」

―
夫
（
第
二
冊

巻
四

1
6
丁
裏
5
行
目
）

6

井
「
セ
」イ（
朱
書
）

―
地
（
第
二
冊

巻
五

1
0
丁
表
3
行
目
）
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7

慕

「
シ
ト
」フ（
印
字
）（『
シ
ト
』
の
墨
書
あ
り

角
筆
を
先
に
書
入
れ
、
後
か
ら
墨

書
を
書
き
入
れ
る
。）（
第
三
冊

巻
七

8
丁
表
3
行
目
）

8

化

「
ク
ハ
」ス（
印
字
）

（
第
三
冊

巻
七

2
6
丁
表
6
行
目
）

《
考
察
》

1
で
「
養
」
に
角
筆
で
「
ヨ
ウ
」
と
あ
る
の
は
、
古
い
表
記
は
「
ヤ
ウ
」

な
の
で
、
開
合
が
乱
れ
て
い
る
。
2
で
「
行
」
に
「
コ
」
と
あ
る
の
は
、

「
コ
ウ
」
を
「
コ
」
と
し
た
、
長
音
の
短
呼
の
例
の
可
能
性
が
あ
る
。「
行
」

の
古
い
表
記
は
「
カ
ウ
」
な
の
で
、
開
合
が
乱
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

「
カ
ウ
」
が
「
コ
ウ
」
に
な
り
、
さ
ら
に
短
呼
し
て
「
コ
」
に
な
っ
た
可
能

性
が
あ
る
。
た
だ
し
、「
コ
ウ
」
の
「
コ
」
の
み
を
表
記
し
た
可
能
性
も
あ

る
。3

で
「
饔
」
に
「
ヨ
ウ
」
と
あ
る
の
は
、
古
い
表
記
も
「
ヨ
ウ
」
な
の

で
、
開
合
が
一
致
す
る
。
4
で
「
陶
」
に
「
ヨ
ウ
」
と
あ
る
の
も
、
古
い

表
記
は
「
ヨ
ウ
」
な
の
で
、
開
合
が
一
致
す
る
。

5
の
例
は
、「
丈
」
の
音
を
「
上
」
と
い
う
類
音
字
で
示
し
て
い
る
。

6
の
例
は
、「
井
」
の
音
を
示
す
に
あ
た
り
、
ま
ず
『
イ
』
と
だ
け
朱
書

で
記
し
て
い
た
が
、
後
か
ら
角
筆
で
「
セ
」
を
補
い
「
セ
イ
」
と
読
ま
せ

て
い
る
。
角
筆
が
、
朱
書
の
情
報
を
補
う
た
め
に
使
わ
れ
た
例
で
あ
る
。

7
の
例
は
、「
慕
」
の
訓
「
シ
タ
フ
」
を
「
シ
ト
（
フ
）」
と
読
ん
で
お

り
、
ア
段
と
オ
段
の
交
替
例
で
あ
る
。
ま
た
、
開
合
の
乱
れ
の
例
で
も
あ

る
。
8
の
例
は
、「
化
」
の
音
と
し
て
「
ク
ハ
」
と
合
拗
音
が
記
さ
れ
て
お

り
、「
カ
」
と
直
音
化
し
て
い
な
い
。

（
5
）
孟
子

道
春
点
（
題
簽
に
よ
る
）
三
冊

江
戸
時
代
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
板

袋
綴
装

第
一
冊
目
を
欠
く

印
な
し

縦
2
6
・
6
糎

横
1
8
・
0
糎

表
紙
色

青

題
簽
あ
り

（
か
な
り
破
損
）
黒
墨
・
朱
墨
・
白
墨
書
き
入
れ
あ
り

匡
郭
・
単

不
審
紙

あ
り

（
三
冊
目

後
表
紙
見
返
の
紙
が
剥
が
れ
た
部
分
・
墨
書
）
加
藤
賢
仲
子

左
仲

本
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
政
十
四
年

卯
九
月
三
日

加
藤
氏

（
三
冊
目

後
表
紙
見
返
・
墨
書
）
加
藤
氏
用

（
刊
記
）
安
永
二
癸
巳
歳
秋
九
月
吉

摂
陽
書
肆

吉
文
字
屋
市
兵
衛
／
敦
賀
屋
九
兵
衛

／
泉
屋
卯
兵
衛
／
秋
田
屋
市
兵
衛
／
柏
原
屋
與
左

衛
門
／
堺
屋
清
兵
衛
／
柏
原
屋
清
右
衛
門
／
河
内

屋
茂
八

1
冊
目

3
・
4
・
5
・
6
巻

2
冊
目

7
・
8
・
9
・
1
0
巻

3

冊
目

1
1
・
1
2
・
1
3
・
1
4
巻

（
補
足
）
一
九
九
二
年
に
調
べ
た
と
き
の
ラ
ベ
ル
に
は
「
③
孟
子

道
春
点

全
一
冊

92
・
7
・
25
」
と
あ
る
が
、
二
〇
二
一
年
十
二
月
四
日
の
調
べ

で
、「
全
三
冊
」
に
訂
正
し
た
。

【
角
筆
書
き
入
れ
】

（
二
冊
目

巻
九

3
4
丁
表
7
行
目

上
欄
外
）
「
す
で
に
」「
あ
め
」

（
本
文
に
『
既
為
天
子
』
と
あ
り
、「
す
で
に
」
は
『
既
』、「
あ
め
」
は
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『
天
』
の
訓
と
思
わ
れ
る
。）

（
6
）
箋
注
蒙
求

三
冊
（
上
中
下
）

江
戸
時
代
明
和
四
（
一
七
六
七
）
年
板

袋
綴
装

題
簽
あ
り

表
紙

白

黒
墨
・
朱
墨
書
き
入
れ
あ
り

不
審
紙
あ
り

縦
2
5
・
8
糎

横

1
7
・
8
糎

匡
郭
・
単

朱
印
あ
り

（
内
題
）
標
題
徐
状
元
補
注
蒙
求

（
刊
記
）
明
和
四
丁
亥
歳
六
月
之
吉

平
安
書
肆
／
出
雲
寺
和
泉
掾
／
風
月
庄
左
衛
門
／
今
井
七
郎
兵
衛

／
梅
村
三
郎
兵
衛
／
中
村
次
郎
兵
衛
／
梅
村
藤
三
郎

／
並
河
善
六
／
栂
井
藤
兵
衛
／
河
南
四
郎
右
衛
門

【
角
筆
例
】

1
趙
温
雄
飛
「
ユ
」（『
雄
』
の
右
傍
）（
第
一
冊

巻
上

4
5
オ
3
）

2
霊
輒
扶
輪
「
チ
ヨ
ウ
」（
第
一
冊

巻
上

5
1
ウ
3
）

《
考
察
》

1
で
「
雄
」
に
「
ユ
」
と
あ
る
の
は
、「
ユ
ウ
」
を
短
呼
し
た
こ
と
を
表

す
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
し
、「
ユ
ウ
」
を
「
ユ
」
と
だ
け
表
記
し
た
可
能

性
も
あ
る
。
2
で
「
輒
」
に
「
チ
ヨ
ウ
」
と
あ
る
の
は
、「
輒
」
の
音
の
古

い
表
記
は
「
テ
フ
」
で
、
そ
れ
が
江
戸
時
代
に
は
「
チ
ヨ
ウ
」
と
な
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
開
合
に
お
い
て
は
一
致
し
て
い
る
。

（
7
）
羅
山
訓
点

易
経

礼
記

書
経

詩
経

春
秋

十
一
冊

1
9
9
2
・
6
・
2
5

羅
山
訓
点

礼
記

1
・
2
・
3
・
4

江
戸
時
代
後
期
板

袋
綴
装

全
巻
揃
い

題
簽
あ
り

朱
墨
書
き
入
れ

あ
り

縦
2
5
・
8
糎

横
1
9
・
2
糎

表
紙

青

（
表
紙
見
返
し
・
書
入
れ

詩
経
上
）
光
現
寺
什
物

備
前
佐
伯
庄

光
現

備
前

（
表
紙
見
返
し
・
詩
経
下
）
備
前
佐
伯
庄

正
慶
山

光
現
寺

1
冊
目

易
経

乾

2
冊
目

易
経

坤

3
冊
目

書
経

天

4

冊
目

書
経

地

5
冊
目

詩
経

上

6
冊
目

詩
経

下

7
冊

目

礼
記

一

8
冊
目

礼
記

二

9
冊
目

礼
記

三

1
0
冊

目

礼
記

四

1
1
冊
目

春
秋

【
角
筆
例
】

1
（
第
六
冊

詩
経

下

1
7
丁
表
4
行
目
）
項
（「
コ
ウ
」）
領
、
角

筆
の
他
に
墨
書
で
コ
ウ
と
あ
る
。

2
（
第
七
冊

礼
記
一

2
9
丁
裏
3
行
目
）
下
―
殤
（「
シ
ヤ
ウ
」）

3
（
第
五
冊

詩
経

上

5
5
丁
裏
3
行
目
）
游
―
環
（「
ク
ハ
ン
」）

朱
書
で
「
―
ン
」
と
あ
る
。

4
（
第
六
冊

詩
経

下

1
2
丁
表
3
行
目
）
鱞
（
ク
ハ
ン
（
墨
書
））

寡
（「
カ
」）

5
（
第
五
冊

詩
経

上

4
7
丁
表
4
行
目
）
魴
鱮
（「
シ
ヤ
」）

6
（
第
五
冊

詩
経

上

5
5
丁
裏
3
行
目
）
脇
駆
（「
キ
ヨ
」
ク
）

7
（
第
三
冊

書
経

天

3
2
丁
裏
7
行
目
）
播
告
（「
ホ
ト
」
コ
シ
ヲ
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ケ
ル
コ
ト
）

8
（
第
五
冊

詩
経

上

2
4
丁
表
4
行
目
）
遑
恤
（
イ
ト
マ
ア
キ

「
ウ
」
レ
エ
ン
ヤ
）

9
（
第
六
冊

詩
経

下

1
1
丁
表
3
行
目
）
阜
（「
サ
」
カ
ン
ナ
リ
）

【
考
察
】

開
合
に
つ
い
て
は
、
用
例
1
の
よ
う
に
、「
項
」
の
音
を
本
来
の
「
カ

ウ
」
で
は
な
く
、
合
音
の
「
コ
ウ
」
と
記
し
た
例
が
存
す
る
。
墨
書
で
も
、

「
項
」
に
「
コ
ウ
」
と
記
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
用
例
2
で
は
、「
殤
」
に

「
シ
ヤ
ウ
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
本
来
「
シ
ヤ
ウ
」
な
の
で
、
開
合
が
合
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
本
書
で
は
、
開
合
が
乱
れ
て
い
る
た
め
、

本
来
の
音
と
合
っ
た
り
合
わ
な
か
っ
た
り
と
い
う
事
態
が
生
じ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
混
乱
が
生
じ
て
い
る
の
は
、
開
音
が
全
て
合

音
に
成
り
切
っ
て
い
な
い
状
況
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。

合
拗
音
に
つ
い
て
は
、
用
例
3
の
よ
う
に
、「
環
」
の
古
い
音
表
記
で
あ

る
合
拗
音
の
「
ク
ワ
ン
」
を
、
角
筆
で
も
保
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
用
例

4
の
「
寡
」
の
音
は
合
拗
音
の
「
ク
ワ
」
で
あ
り
、
こ
れ
が
角
筆
で
は
直

音
の
「
カ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
合
拗
音
の
直
音
化
の
例
も
み

ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
本
書
に
お
い
て
、
合
拗
音
は
保
た
れ
て

い
る
と
は
言
え
ず
、
一
部
に
混
乱
が
生
じ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

「
鱞
寡
」
の
「
鱞
」
に
墨
書
で
は
「
ク
ハ
ン
」
と
記
し
て
お
り
、「
寡
」
に

は
角
筆
で
「
カ
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
墨
書
で
は
合
拗
音
を

保
っ
て
お
り
、
角
筆
で
は
合
拗
音
を
直
音
に
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

こ
こ
で
は
、
変
化
を
反
映
し
や
す
い
角
筆
の
特
徴
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

音
韻
の
交
替
例
と
し
て
は
、
用
例
5
の
よ
う
に
オ
段
音
を
ア
段
音
に
し
て

い
る
例
が
あ
る
。
こ
の
例
は
、
鱮
の
音
の
「
シ
ヨ
」
を
角
筆
で
は
「
シ
ヤ
」

と
し
て
い
る
。
用
例
6
は
、「
脇
」
の
音
「
キ
ヨ
ウ
」
を
「
キ
ヨ
」
と
し
て

お
り
、
オ
段
拗
長
音
を
短
呼
し
た
例
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

本
書
に
お
け
る
角
筆
の
特
徴
は
、
用
例
7
、
8
、
9
の
よ
う
に
、
印
刷

や
墨
に
よ
る
訓
の
足
り
な
い
部
分
を
角
筆
で
補
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
恐

ら
く
、
角
筆
の
使
用
者
は
、
本
文
を
読
み
進
め
な
が
ら
、
印
刷
で
表
記
さ

れ
て
い
な
い
部
分
を
角
筆
で
補
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
書
に
は
、

印
刷
の
他
に
黒
墨
や
朱
墨
に
よ
っ
て
、
本
文
の
読
み
が
記
さ
れ
て
い
る
。

墨
で
補
わ
ず
、
角
筆
で
読
み
を
補
っ
て
い
っ
た
の
は
、
本
文
に
別
の
書
写

者
の
墨
書
を
更
に
加
え
る
こ
と
に
よ
る
混
乱
を
避
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
本
人
だ
け
が
、
備
忘
と
し
て
、
書
き
留
め
て
お
け
ば
良
い
と
い
う

状
況
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
8
）
古
文
真
宝
後
集

全

一
冊
（
題
簽
な
く
外
題
は
直
書
）

江
戸
時
代
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
板

袋
綴
装

表
紙

青

黒
墨
朱

墨
書
入
れ
あ
り

匡
郭
・
複

縦
2
6
・
5
糎

横
1
8
・
6
糎

不
審

紙
あ
り

全
冊
揃
い

（
内
題
）
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
古
文
真
宝
巻
之
一

後
集

（
表
紙
・
墨
書
）
波
多
俊
雄
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（
後
表
紙
見
返
し
・
墨
書
）
明
治
十
四
歳
九
月
上
旬

紀
元
二
千
五
百
四
拾

一
捻

禁
借
貸

（
刊
記
）
元
禄
三
庚
午
年
五
月
吉
日
／
洛
陽
銅
駝
坊
板
行

（
角
筆
例
）

1
（
巻
上

1
丁
オ
6
）
后
「
カ
フ
」工

2
（
巻
上

9
丁
オ
2
）
横
「
ヲ
フ
ラ
ン
」檻

3
（
巻
上

9
丁
オ
3
）
絃「
ゲ
ン
ヲ
ウ
」

―
嘔

4
（
巻
上

10
丁
オ
3
）
皎
「
コ
フ
」

―
潔
ニ
シ
テ

5
（
巻
上

14
丁
ウ
6
）
危「
キ
シ
ウ
」巣

6
（
巻
上

5
丁
オ
6
）
闒「
タ
ツ
ジ
フ
」

―
茸

7
（
巻
上

1
0
丁
オ
7

上
欄
外
）「
シ
フ
ジ
フ
」（
ジ
フ
は
踊
り
字
）

蕭
絛
ト
シ
テ

8
（
巻
上

7
丁
オ
8
）
一
―

閣
「
カ
ク
」

9
（
巻
上

9
丁
オ
5
）
函
「
カ
ン
」谷

10
（
巻
上

9
丁
ウ
7
）
蕭
「
シ
フ
サ
ツ
」颯

11
（
巻
上

7
丁
オ
5

上
欄
外
）「
ご
ツ
」
蜀
―
山
―
兀

12
（
巻
上

2
1
丁
オ
5

上
欄
外
）「
ぬ
れ
イ
」
奴
隷

《
考
察
》

開
合
に
関
し
て
は
、
用
例
1
の
よ
う
に
、「
后
」（
巻
上
）
に
「
カ
フ
」

と
あ
り
、
古
い
音
表
記
「
カ
ウ
」
に
対
し
て
「
カ
フ
」
な
の
で
開
合
が

合
っ
て
い
る
。
な
お
、
長
音
表
記
に
関
し
て
は
、
本
書
で
は
「
フ
」
で
表

記
す
る
場
合
と
「
ウ
」
で
表
記
す
る
場
合
が
あ
る
が
、
そ
の
標
記
の
違
い

に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
用
例
2
は
、「
横
」
の
古
い
音
表
記
「
ワ
ウ
」

に
対
し
て
、
角
筆
は
「
ヲ
フ
」
に
な
っ
て
い
る
の
で
開
合
が
乱
れ
て
い
る
。

用
例
3
で
は
、「
嘔
」
に
対
し
て
角
筆
で
「
ヲ
ウ
」
と
あ
り
、
古
い
音
表
記

が
「
オ
ウ
」
な
の
で
、
開
合
が
合
っ
て
い
る
。
用
例
4
で
は
、「
皎
」
に
対

し
て
「
コ
フ
」
と
あ
る
が
、
古
い
音
表
記
は
「
カ
ウ
」
な
の
で
、
開
合
が

異
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
書
で
は
、
開
合
が
合
っ
て
い
る
例
と
異
な
っ

て
い
る
例
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
開
合
が
乱
れ
て
い
る
結
果
、
こ
の
よ
う
な

混
乱
が
生
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

用
例
5
で
は
、「
巣
」
に
対
し
て
「
シ
ウ
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
前
接
母

音
の
影
響
で
、
オ
段
音
「
ソ
」
が
イ
段
音
「
シ
」
に
変
化
し
た
可
能
性
を

示
す
。

四
つ
仮
名
に
関
し
て
は
、
用
例
6
の
よ
う
に
、「
茸
」
に
対
し
て
「
ジ

フ
」
と
あ
り
、「
ジ
」
を
「
ジ
」
と
表
記
し
て
い
る
の
で
四
つ
仮
名
が
合
っ

て
い
る
。
な
お
、「
茸
」
の
音
は
「
ジ
フ
」
で
は
な
く
「
ジ
ヨ
ウ
」
で
あ
る
。

用
例
7
は
、「
條
」
に
対
し
て
「
ジ
フ
」
と
あ
る
が
、
古
い
音
表
記
は
「
デ

ウ
」
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
音
は
「
ヂ
ヨ
ウ
」
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
が
、「
ヂ
」
と
「
ジ
」
で
四
つ
仮
名
が
乱
れ
て
い
る
。

合
拗
音
に
関
し
て
は
、
8
で
「
閣
」
に
「
カ
ク
」、
9
で
「
函
」
に
「
カ

ン
」
と
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
古
い
音
表
記
は
「
カ
ク
」「
カ
ン
」
な
の
で
、
合

拗
音
の
直
音
化
の
例
と
は
な
ら
な
い
。
合
拗
音
の
漢
字
に
、
角
筆
で
読
み

を
付
し
た
例
は
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
の
で
、
本
書
に
お
い
て
合
拗
音
が
保

た
れ
て
い
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
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用
例
6
で
「
茸
」
に
角
筆
で
「
ジ
フ
」
と
あ
る
の
は
、
オ
段
拗
長
音
を

ウ
段
拗
長
音
に
し
た
例
で
あ
る
。「
茸
」
の
古
い
音
表
記
は
「
シ
ヨ
ウ
」
で

あ
る
。
そ
れ
が
連
濁
で
「
ジ
ヨ
ウ
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
角
筆

で
は
こ
れ
を
「
ジ
フ
」
と
し
て
い
る
。「
ジ
フ
」
は
、
江
戸
時
代
、「
ジ
ユ

ウ
」
の
音
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
フ
」
は
「
ウ
」
に
代
わ
る
表
記
で

あ
ろ
う
。
本
書
に
お
い
て
、
ウ
段
長
音
は
「
ウ
」「
フ
」
ど
ち
ら
の
表
記
も

あ
り
、「
ウ
」
と
「
フ
」
と
で
、
長
音
の
発
音
の
違
い
は
認
め
ら
れ
な
い
。

こ
こ
で
は
、「
ジ
ヨ
ウ
」
が
古
い
音
表
記
で
あ
る
と
こ
ろ
を
「
ジ
フ
」
と
し

て
い
る
の
で
、
オ
段
拗
長
音
を
ウ
段
拗
長
音
に
し
た
例
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

ま
た
、
7
・
10
の
「
蕭
」
の
例
も
、
オ
段
拗
長
音
を
ウ
段
拗
長
音
に
し

た
例
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
例
で
は
、「
蕭
」
を
「
シ
フ
」
と
し
て

い
る
。
こ
の
「
シ
フ
」
も
前
例
と
同
じ
く
「
シ
ユ
ウ
」
と
な
っ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。「
蕭
」
の
古
い
音
表
記
は
「
シ
ヨ
ウ
」
な
の
で
、「
シ
フ
」

と
あ
る
の
は
、「
シ
ヨ
ウ
」
と
い
う
オ
段
拗
長
音
を
ウ
段
拗
長
音
に
し
た
こ

と
を
う
か
が
わ
せ
る
例
で
あ
る
。

表
記
に
お
い
て
も
、
墨
書
に
お
い
て
は
、
平
仮
名
と
片
仮
名
を
交
ぜ
て

書
く
こ
と
は
一
般
的
で
は
な
い
が
、
金
光
図
書
館
の
角
筆
に
お
い
て
も
、

用
例
11
や
用
例
12
の
よ
う
に
平
仮
名
と
片
仮
名
を
交
ぜ
た
例
が
見
ら
れ
る
。

（
9
）
新
刻
改
正

大
学

中
庸

孟
子

再
刻
後
藤
点

六
冊

江
戸
時
代
安
政
五
（
一
八
五
九
）
年
板

袋
綴
装

縦
2
5
・
0
糎

横

1
7
・
8
糎

朱
印
「
川
手
蔵
書
」
「
大
谷
村
川
手
氏
」「
金
光
教
教
義
講

究
所
蔵
」
あ
り

表
紙

赤

題
簽
あ
り

墨
書
書
入
れ
な
し

匡
郭
・

単

不
審
紙
あ
り

（
大
学

表
紙
見
返
・
刻
）
林
家
正
本
再
刻
／
芝
山
後
藤
先
生
定
本
／
改
正

四
書
集
註

（
内
題
）
孟
子

朱
熹
集
註

（
表
紙
見
返
・
書
入
れ
・
孟
子

二
冊
目
）
川
手
與
治
郎

孟
子

（
刊
記
）
寛
政
四
年
壬
子
初
夏
御
免
上
梓
／
寛
政
六
年
甲
寅
孟
春
発
兌
／
文

政
三
年
庚
辰
春
再
刻
／
天
保
六
年
乙
未
春
三
刻
／
天
保
十
一
年
庚

子
春
四
刻
／
嘉
永
三
年
庚
戌
春
五
刻
／
安
政
五
年
戊
午
春
正
月
六

刻
／
平
安
書
肆

五
條
通
高
倉
東
入
町

北
村
四
郎
兵
衛
／
日
本

橋
通
壹
丁
目

須
原
屋
茂
兵
衛
／
東
都
書
肆

須
原
屋
源
助
／
浪

華
書
肆

炭
屋
五
郎
兵
衛

1
冊
目

大
学

全

2
冊
目

中
庸

全

3
冊
目

孟
子

一

4

冊
目

孟
子

二

5
冊
目

孟
子

三

6
冊
目

孟
子

四

（
角
筆
用
例
）

（
孟
子
一

8
丁
表
2
行
目

上
欄
外
）「
る
」（
対
応
箇
所
不
明
）

（
10
）
礼
記

十
冊
（
題
簽
に
よ
る
）

江
戸
時
代
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
板

袋
綴
装

全
冊
揃

朱
印
「
金

光
図
書
館
蔵
」
あ
り

縦
2
5
・
6
糎

横
1
7
・
8
糎

表
紙
色

白

題
簽
あ
り

黒
墨
・
朱
墨
書
き
入
れ
あ
り

匡
郭
・
単

不
審
紙
あ
り
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白
色
の
帙
入
り

（
刊
記
）
宝
暦
九
年
己
卯
夏
五
月
／
皇
都
書
林

丸
屋
市
兵
衛

今
村
八
兵

衛

風
月
荘
左
衛
門

梓
行

1
冊
目
（
巻
一
・
二
）
2
冊
目
（
巻
三
・
四
）
3
冊
目
（
巻
五
・

六
）
4
冊
目
（
巻
七
・
八
）
5
冊
目
（
巻
九
・
十
）
6
冊
目
（
巻

十
一
・
十
二
）
7
冊
目
（
巻
十
三
・
十
四
）
8
冊
目
（
巻
十
五
・
十

六
）
9
冊
目
（
巻
十
七
・
十
八
）
1
0
冊
目
（
巻
十
九
・
二
十
）

（
角
筆
例
）

（
第
一
冊

巻
二

1
7
ウ
上
欄
）「
私
ニ
」（
対
応
箇
所
不
明
）

（
11
）
新
校
訂

古
文
真
宝
後
集

乾
坤

二
冊

江
戸
時
代
元
禄
十
（
一
六
九
七
）
年
板

袋
綴
装

題
簽
あ
り

黒
墨
書

き
入
れ
あ
り

表
紙

薄
茶

不
審
紙
あ
り

縦
2
5
・
5
糎

横
1

9
・
1
糎

版
心
記
「
新
校
訂

改
点
正
字
」

ラ
ベ
ル
「
明
治
購
入

4
0
2
号

2
冊
之
内
1
（
第
一
冊
目
）」
「
金

光
教
教
義
講
究
所
蔵
」

（
尾
題
）
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
古
文
真
宝
後
集
巻
之
十
終

（
第
一
冊
遊
紙
）
赤
田
氏
（
黒
墨
書
）

（
表
紙
裏
印
刷
）
古
文
真
宝
文
苑
懿
範
。
本
邦
畳
刻
。
何
帝
十
数
。
予
嘗
就

輯
。
閲
之
。
其
間
漏
句
者
有
焉
。
誤
字
者
有
焉
。
凡
得
観
者
。
往
往
増
慨
。

故
今
累
数
本
考
正
之
。
一
字
無
差
。
注
釈
字
音
賁
如
草
本
。
／
新
校
定
改

訓
点

古
文
後
集
／
因
不
自
料
。
採
取
先
達
之
訓
点
。
問
亦
如
鄙
意
安
妝

点
之
以
。
欲
儒
児
輩
之
誦
読
。
武
庫
之
君
子
希
是
正
之
。
／
元
禄
乙
亥
暁

春
日
／
筑
州
後
学
貝
原
好
古
書

（
刊
記
）
元
禄
丁
丑
仲
夏
穀
旦

堀
河
通

八
尾
平
兵
衛
重
刊

《
考
察
》

開
合
に
関
し
て
は
、
用
例
1
で
「
荒
」
に
「
コ
ウ
」
と
あ
る
の
は
、
開

合
が
乱
れ
て
い
る
。
本
来
は
、
開
音
で
あ
る
。
ま
た
、
合
拗
音
の
「
ク
ワ

ウ
」
で
あ
る
。
た
だ
し
、
用
例
2
で
「
衡
」
に
「
カ
ヲ
」
と
あ
る
の
は
、

本
来
の
音
で
あ
る
開
音
の
「
カ
ウ
」
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
書
で
は
、
開
合
が
乱
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
す
べ
て
が

合
音
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
は
注
目
さ
れ
、
変
化
の
途
上
で
あ
っ
た
こ
と

が
伺
わ
れ
る
。

1
（
乾

上
巻
35
丁
表
2
行
目
）
荒
「
コ
ウ
」唐

2
（
坤

下
巻
45
丁
表
5
行
目
）

折
ヲ
ツ
テ（
印
字
）

―

衡
「
カ
ヲ
」

カ
ウ

（
12
）
改
正
音
訓

五
経
（
易
経

詩
経

書
経

礼
記
）
再
刻
後
藤
点

十
冊

江
戸
時
代
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
板

袋
綴
装

表
紙

茶

黒
・

朱
・
白
書
書
き
入
れ
あ
り

不
審
紙
あ
り

縦
2
6
・
0
糎

横
1
8
・

5
糎

匡
郭
・
単

朱
印
あ
り
（「
上
田
山
」
第
一
冊
易
経
）
ラ
ベ
ル

「
白
神
文
庫
」

（
易
経
・
坤

表
紙
見
返
し
・
書
入
れ
）
西

上
田
氏

（
易
経
・
坤

後
表
紙
見
返
し
・
書
入
れ
）
上
田
氏

西
上
田
氏

田
井
村
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（
礼
記
・
貞

表
紙
墨
書
）
上
田
氏

西
上
田
直
道

田
井
村

上
田
氏

西
上
田
姓

（
礼
記
・
貞

表
紙
見
返
し
墨
書
）
上
田
姓
直
二
郎

（
礼
記
・
貞

刊
記
）
天
明
四
年
甲
辰
九
月
朔
旦
御
免
上
梓
／
天
明
七
年
丁

未
正
月
元
旦
発
兌
／
文
化
十
年
発

酉
正
月
吉
旦
再
刻
／
文
政
十
三
年
庚
寅
正
月
吉
旦
三

刻
／
平
安
書
肆

五
條
橋
通
高
倉
東
入
町
／
北
村
四

郎
兵
衛
／
浪
華
書
肆

上
町
南
革
屋
町
／
山
内
五
郎

兵
衛

1
冊
目

易
経

乾

2
冊
目

易
経

坤

3
冊
目

書
経

天

4

冊
目

書
経

地

5
冊
目

詩
経

上

6
冊
目

詩
経

下

7
冊

目

礼
記

元

8
冊
目

礼
記

亨

9
冊
目

礼
記

利

1
0
冊

目

貞

（
注
）
版
が
異
な
る
「
詩
経

上
」
が
一
冊
、
混
入
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
束
は
十
一
冊
だ
が
、
同
一
資
料
と
し
て
は
十
冊
と
す
る
。

【
考
察
】

用
例
1
は
、「
茅
」
に
「
ホ
ヲ
」
と
あ
る
が
、
本
来
「
バ
ウ
」
な
の
で
、

こ
こ
で
は
開
合
の
乱
れ
が
認
め
ら
れ
る
。

1
茅
（「
ホ
ヲ
」（
角
））（
易
経

乾

4
丁
裏
6
行
目
）

（
13
）
虚
堂
録

八
冊
（
巻
五
欠
）

江
戸
時
代
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
板

袋
綴
装

表
紙

青

不
審
紙

あ
り

縦
2
8
・
0
糎

横
1
9
・
5
糎

匡
郭
・
単

（
表
紙
見
返
し
）
頭
書
校
正

虚
堂
和
尚
語
録

（
刊
記
）
宝
永
五
年
／
戊
子
初
冬
吉
日
／
書
林

1
冊
目

巻
一

2
冊
目

巻
二
・
三

3
冊
目

巻
四

4
冊
目

巻

六

5
冊
目

巻
七

6
冊
目

巻
八

7
冊
目

巻
九

8
冊
目

巻

十【
角
筆
例
】

（
第
七
冊

巻
八

5
丁
表
3
行
目
）「
ホ
ン
」「
イ
コ
」（
対
応
箇
所
不
明
）

（
14
）
小
学
句
読

内
篇

四
冊
（
巻
一
・
二
・
三
・
四
・
五
）

江
戸
時
代
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
板

袋
綴
装

朱
印
あ
り

表
紙

青

縦
2
6
・
2
糎

横
1
8
・
2
糎

墨
書
朱
書
書
き
入
れ
あ
り

匡

郭

複

不
審
紙
あ
り

（
第
一
冊
目

表
紙
見
返
し
・
版
）
元
禄
七
年
龍
集
甲
戊
孟
陽
穀
日
／
皇
都

書
林

川
勝
氏
蔵
版

（
第
一
冊
目

表
紙
見
返
し
・
墨
書
）
松
ノ
尾
金
軌

丑
ノ
三
月
十
五
日
ヨ

リ
読
初

（
第
一
冊
目

後
表
紙
見
返
し
・
墨
書
）
此
巻
丑
五
月
朔
日
ヨ
ミ
ヲ
ワ
ル

西
久
寺

（
第
二
冊
目

表
紙
見
返
し
・
墨
書
）
西
久
之

西
丘
之
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（
第
二
冊
目

後
表
紙
見
返
し
・
墨
書
）
西
圭
右
衛
門

義
政
代

（
第
四
冊
目

巻
末
・
墨
書
）
岡
田
氏

（
第
四
冊
目

後
表
紙
見
返
し
・
墨
書
）
佐
見

御
番
書

西
杢
衛
門

義

政
代

（
第
四
冊
目

刊
記
）
元
禄
癸
酉
六
年
八
月
吉
日
／
京
都

松
友
堂
／
江
府

西
村
理
右
衛
門

（
角
筆
例
）

（
第
二
冊

巻
三

4
丁
裏
2
行
目
）
惰「
ダ
マ
ン
」

‐
慢

他
に
、
点
線
で
書
い
た
文
字
（
第
二
冊
巻
三
9
丁
表

上
欄
外
）「〈
キ

ユ
〉」
や
（
第
二
冊
巻
三
1
0
丁
表
上
欄
外
）「
八
合
」
と
い
う
点
線
で
書

い
た
文
字
や
桝
の
絵
を
書
い
た
例
あ
り
。

（
15
）
孟
子
集
註

朱
熹
集
註

四
冊

江
戸
時
代
文
政
八
（
一
八
二
五
）
年
板

袋
綴
装

朱
印
あ
り

縦
2

5
・
2
糎

横
1
8
・
0
糎

表
紙

薄
青

黒
墨
朱
墨
書
き
入
れ
あ
り

匡
郭

単

不
審
紙
あ
り

1
冊
目

巻
一

2
冊
目

巻
二
・
三

3
冊
目

巻
四
・
五

4
冊
目

巻
六
・
七

（
表
紙
見
返
し
・
墨
書
）
清
末

（
刊
記
）
文
政
八
年
乙
酉
晩
秋
／
発
行
書
林
／
秋
田
屋
太
右
衛
門
／
須
原
屋

茂
兵
衛
／
須
原
屋
平
左
衛
門
／
須
原
屋
伊
八
／
須
原
屋
源
助

（
角
筆
例
）

（
第
二
冊

巻
二

2
1
丁
表

上
欄
外
）「
得
」（
本
文
中
に
「
得
」
字
あ

り
。
文
字
の
練
習
か
）

（
16
）
論
語
集
註

朱
熹
集
註

三
冊
（
巻
三
・
四
）

江
戸
時
代
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
年
板
（
1
5
孟
子
集
註
と
装
丁
が
同

じ
）
袋
綴
装

印
な
し

縦
2
5
・
5
糎

横
1
7
・
8
糎

表
紙

薄

青

題
簽
あ
り

黒
墨
朱
墨
書
き
入
れ
あ
り

匡
郭

単

不
審
紙
な
し

1
冊
目

巻
一
・
二

2
冊
目

巻
六
・
七

3
冊
目
巻
八
・
九
・
十

（
角
筆
の
例
）

（
第
二
冊

巻
六

1
6
丁
裏
7
行
目
）「
ガ
ク
」（
本
文
に
あ
る
『
嶽
』
に

対
応
か
）

四

角
筆
文
献
の
目
録
に
つ
い
て

角
筆
文
献
は
角
筆
で
記
入
さ
れ
た
文
献
で
あ
る
が
、
角
筆
の
文
字
は
紙

を
引
っ
掻
く
よ
う
に
凹
み
を
つ
け
た
も
の
で
あ
る
た
め
に
視
覚
に
よ
っ
て

認
識
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
そ
の
た
め
角
筆
文
献
の
存
在
自
体
に
気
づ
か

れ
て
い
な
い
こ
と
も
多
い
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
が
要
因
と
し
て
角
筆
文
献

に
つ
い
て
の
記
録
も
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
取
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は
容
易
に

推
測
で
き
る
。
特
に
こ
れ
ま
で
の
角
筆
文
献
に
お
け
る
目
録
と
は
主
に
角

筆
の
研
究
者
に
よ
っ
て
角
筆
が
存
在
し
て
い
る
文
献
名
や
角
筆
の
形
や
線
、

文
字
、
文
字
の
意
味
等
に
つ
い
て
の
記
録
が
主
で
あ
り
、
統
一
し
た
記
録
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様
式
が
み
ら
れ
な
い
。
今
後
角
筆
文
献
が
広
く
研
究
に
用
い
ら
れ
る
よ
う

考
え
て
い
く
な
ら
ば
、
記
録
と
し
て
統
一
を
持
た
せ
た
目
録
が
存
在
す
る

こ
と
で
図
書
館
な
ど
で
も
そ
の
所
在
を
把
握
し
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。

四
‐
一

目
録
と
は

目
録
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
が
、
こ
こ
で
は
図
書
館
に
お
け
る
目
録

を
基
本
と
し
て
考
え
て
い
く
。

今
日
の
図
書
館
で
は
資
料
を
探
す
際
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
検
索
す
る
こ

と
が
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
目
録
の
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
（O

nline Public A
ccess 

C
atalog

）
を
用
い
る
。
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
は
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
検
索
す
る
こ
と
に

よ
り
、
当
該
図
書
館
に
お
け
る
所
蔵
の
有
無
や
所
在
場
所
な
ど
の
情
報
が

す
ぐ
に
つ
か
み
や
す
い
。
こ
の
場
合
の
情
報
と
は
書
名
や
著
者
名
な
ど
、

資
料
の
基
本
的
な
書
誌
情
報
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
日
本
図
書
館
目
録

（
1
9
8
7
年
版
改
訂
3
版
）
の
目
録
の
説
明
に
「
一
図
書
館
ま
た
は
図
書

館
グ
ル
ー
プ
が
所
蔵
す
る
図
書
館
資
料
の
目
録
記
入
と
、
参
照
を
、
各
種

の
標
目
（
タ
イ
ト
ル
、
著
者
、
件
名
、
分
類
記
号
）
を
検
索
手
段
と
し
て
、

一
定
の
順
序
で
配
列
し
た
も
の（3
）。」

と
あ
る
。
こ
こ
か
ら
目
録
で
は
タ
イ
ト

ル
、
著
者
、
件
名
、
分
類
記
号
な
ど
の
各
種
標
目
が
検
索
手
段
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
個
々
の
資
料
に
つ
い
て
の
記
録

（
書
誌
記
述
）
を
考
え
た
場
合
、
そ
の
内
容
は
「
具
体
的
に
は
他
の
資
源
や

別
の
版
と
識
別
す
る
の
に
十
分
な
タ
イ
ト
ル
、
著
者
名
、
版
、
出
版
に
関

す
る
事
項
、
ペ
ー
ジ
数
な
ど
数
量
、
大
き
さ
の
書
誌
的
事
項
で
あ
る（4
）。」

と

い
え
る
。
す
な
わ
ち
資
料
の
タ
イ
ト
ル
、
著
者
名
、
版
、
出
版
に
関
す
る

事
項
、
数
量
（
ペ
ー
ジ
数
な
ど
）、
大
き
さ
、
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
記
録

を
と
っ
て
お
く
こ
と
は
資
料
検
索
の
た
め
に
必
要
な
基
本
項
目
と
い
え
る
。

四
‐
二

角
筆
の
目
録
と
は

で
は
角
筆
文
献
の
目
録
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
項
目
が
必
要
で
あ

る
だ
ろ
う
か
。
上
記
の
図
書
館
の
目
録
か
ら
考
え
た
場
合
、
著
者
名
、
版
、

出
版
事
項
、
数
量
、
大
き
さ
に
つ
い
て
記
録
が
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
が
、
角
筆
文
献
の
タ
イ
ト
ル
と
は
角
筆
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
が
文

献
中
に
含
ま
れ
て
い
る
資
料
の
タ
イ
ト
ル
の
こ
と
に
な
り
、
著
者
名
は
当

然
に
当
該
文
献
の
著
者
に
な
る
。
そ
の
他
の
出
版
事
項
や
大
き
さ
な
ど
も

文
献
の
書
誌
的
記
録
と
な
る
が
、
し
か
し
こ
れ
ら
の
書
誌
記
録
だ
け
で
は

一
般
的
な
書
物
の
目
録
と
の
違
い
は
な
く
、
角
筆
が
含
ま
れ
て
い
る
角
筆

文
献
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
た
め
角
筆
文
献
と
わ
か
る
た
め

の
項
目
が
記
録
の
な
か
に
必
要
に
な
る
も
の
と
考
え
る
。

四
‐
三

目
録
規
則
と
角
筆
の
記
録

こ
こ
で
は
日
本
目
録
規
則
1
9
8
7
年
版
改
訂
版（5
）を

参
考
と
し
て
角
筆

文
献
に
つ
い
て
考
え
み
た
い
。
日
本
目
録
規
則
で
は
図
書
や
そ
の
他
の
資

料
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
書
誌
記
録
の
規
則
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
図
書
は

最
も
基
本
的
な
資
料
で
あ
り
、
規
則
の
「1 .0 .4

記
述
す
べ
き
書
誌
的
事
項
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と
そ
の
記
録
順
序
」
で
は
す
べ
て
の
資
料
に
共
通
す
る
書
誌
的
事
項
と
そ

の
記
録
順
序
に
つ
い
て
決
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
タ
イ
ト
ル
と
責
任

表
示
に
関
す
る
事
項
を
は
じ
め
と
し
て
、
版
や
出
版
、
形
態
、
注
記
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
事
項
が
決
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
注
記
は
資
料
に

対
し
て
何
ら
か
の
注
記
を
記
す
た
め
の
事
項
で
あ
る
が
「
注
記
に
関
す
る

事
項
」
の
「2 .7 .4 .7

（
古
）」
は
「
注
・
訓
点
・
識
語
・
書
き
入
れ
等
に
関

す
る
注
記
」
で
あ
り
、「
エ
）
識
語
、
書
き
入
れ
、
補
写
、
筆
彩
等
に
つ
い

て
、
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
は
注
記
す
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
「
朱

墨
の
書
き
入
れ
あ
り
」
な
ど
の
例
示
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
例
示
を

参
考
に
考
え
た
場
合
、
古
書
の
な
か
に
角
筆
で
書
か
れ
た
文
字
が
発
見
さ

れ
た
場
合
は
注
記
に
「
角
筆
の
書
き
入
れ
あ
り
」
と
記
す
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
る
。
ま
た
で
き
る
な
ら
ば
「
角
筆
の
書
き
入
れ
あ
り
（
漢
字
）」
や

「
角
筆
の
書
き
入
れ
あ
り
（
ひ
ら
が
な
）」
な
ど
の
よ
う
に
、
角
筆
で
書
か

れ
た
も
の
が
漢
字
も
し
く
は
ひ
ら
が
な
で
あ
る
な
ど
、
そ
の
記
さ
れ
た
も

の
に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
し
く
記
す
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

注
記
に
角
筆
の
情
報
を
詳
し
く
記
す
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
角
筆
文
献

の
存
在
が
目
録
検
索
に
よ
り
掴
め
る
の
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
実

際
的
に
は
注
記
の
検
索
が
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
ど
の
程
度
ま
で

可
能
で
あ
る
か
を
検
証
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
注
記
に
細
か
な

情
報
を
記
録
し
て
も
、
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
検
索
で
き
る
文
言
の

統
一
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
角
筆
を
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
目
録
シ

ス
テ
ム
で
検
索
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
考
察
が
必
要
だ
と
考
え

る
。

五

角
筆
文
献
調
査
に
つ
い
て

角
筆
文
献
は
、
主
に
紙
で
作
成
さ
れ
た
資
料
か
ら
読
み
解
く
。
し
か
し
、

角
筆
文
献
は
特
殊
な
文
字
、
し
る
し
で
あ
る
た
め
、
紙
面
か
ら
墨
字
の
情

報
を
得
る
通
常
の
方
法
で
は
、
必
要
な
角
筆
文
献
情
報
を
得
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
こ
こ
で
は
、
角
筆
文
献
を
調
査
す
る
に
あ
た
っ
て
の
準
備
物
や

効
果
的
な
調
査
方
法
に
つ
い
て
述
べ
る
。

五
‐
一

角
筆
文
献
調
査
の
た
め
の
準
備
物

・
た
と
う
紙

ま
ず
、
角
筆
文
献
の
多
く
は
古
典
籍
と
い
っ
た
、
出
版
後
か
な
り
の
年

数
を
経
た
も
の
を
調
査
す
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
劣
化

が
進
ん
で
い
た
り
、
紙
面
が
風
化
し
か
か
っ
て
い
た
り
、
破
損
し
て
い
た

り
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
脆
弱
な
資
料
を
汚
損
破
損
か
ら
守
る

た
め
、
ま
ず
机
上
に
清
浄
な
た
と
う
紙
を
敷
い
て
お
く
。

・
留
守
番
紙
・
筆
記
用
具
・
記
録
用
紙

次
に
調
査
す
る
資
料
を
選
択
す
る
。
選
択
し
た
資
料
の
あ
っ
た
場
所
に

は
留
守
番
紙
を
置
い
て
お
く
。
留
守
番
紙
と
は
、
取
り
出
し
た
資
料
を
元

の
場
所
に
戻
す
た
め
、
そ
の
資
料
が
あ
っ
た
場
所
に
代
わ
り
に
置
い
て
お

く
紙
で
あ
る
。
半
紙
を
幅
2
㎝
く
ら
い
に
カ
ッ
ト
し
た
も
の
な
ど
を
使
う
。
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筆
記
用
具
に
は
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
や
ボ
ー
ル
ペ
ン
な
ど
は
用
い
ず
、
鉛

筆
を
使
用
し
、
記
録
用
の
調
査
用
紙
も
準
備
し
て
お
く
。

・
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
懐
中
電
灯
、
メ
ジ
ャ
ー
、
角
筆
ス
コ
ー
プ

五
‐
二

角
筆
文
献
の
調
査
方
法
に
つ
い
て

前
節
で
示
し
た
準
備
物
を
揃
え
て
調
査
環
境
を
整
え
た
の
ち
、
角
筆
文

献
調
査
に
取
り
掛
か
る
。

ま
ず
、
調
査
対
象
の
資
料
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
、
書
名
や
装

丁
、
版
心
記
、
大
き
さ
等
を
記
録
し
て
お
く
。
言
語
で
記
録
す
る
だ
け
で

な
く
、
資
料
そ
の
も
の
を
撮
影
し
て
お
く
の
も
一
つ
の
方
法
で
あ
る
。
そ

の
時
は
、
資
料
の
大
き
さ
が
見
て
取
れ
る
よ
う
に
、
目
盛
り
の
鮮
明
な
メ

ジ
ャ
ー
を
並
べ
て
撮
影
す
る
。
撮
影
す
る
箇
所
は
、
表
紙
、
裏
表
紙
、
必

要
で
あ
れ
ば
見
返
し
や
そ
の
他
の
箇
所
も
撮
影
す
る
。
た
だ
し
、
撮
影
は

所
有
者
の
許
可
を
あ
ら
か
じ
め
得
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

資
料
の
中
の
角
筆
文
献
を
探
す
作
業
は
、
丹
念
に
1
頁
ず
つ
目
視
で
調

べ
る
方
法
で
行
う
。
角
筆
文
献
と
み
ら
れ
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
そ
の
個
所

と
形
態
を
記
録
す
る
。
こ
れ
ら
角
筆
文
献
も
撮
影
し
て
記
録
に
残
す
方
法

も
あ
る
。
そ
の
場
合
は
、
く
ぼ
み
か
ら
の
陰
影
が
明
ら
か
に
写
り
込
む
よ

う
に
角
度
や
採
光
を
工
夫
す
る
。

こ
の
光
の
利
用
方
法
は
、
角
筆
文
献
の
調
査
に
と
っ
て
た
い
へ
ん
重
要

な
事
項
で
あ
る
。
無
色
の
紙
の
く
ぼ
み
で
あ
る
角
筆
文
献
を
発
見
す
る
た

め
に
は
光
は
無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
角
筆
文
献
が
鮮
明
に
見

え
る
光
は
、
自
然
光
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
調
査
を
行
う

部
屋
は
、
日
当
た
り
が
良
く
、
窓
か
ら
の
採
光
が
得
ら
れ
る
場
所
で
あ
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。
た
だ
自
然
光
は
時
間
に
よ
っ
て
変
化
す
る
た
め
、
で

き
れ
ば
冬
の
夕
方
の
よ
う
に
太
陽
光
が
弱
ま
る
時
間
帯
は
避
け
る
よ
う
に

計
画
す
る
方
が
良
い
。
自
然
光
が
得
ら
れ
な
い
場
合
は
、
懐
中
電
灯
な
ど

人
工
の
光
の
助
け
を
借
り
て
調
査
を
行
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
懐
中
電

灯
は
光
が
分
散
す
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
型
の
も
の
で
は
な
く
光
が
直
進
す
る
豆
電
球

を
使
っ
た
旧
式
の
も
の
の
方
が
く
ぼ
み
を
鮮
明
に
見
せ
る
。

ま
た
、
角
筆
ス
コ
ー
プ
と
い
う
角
筆
文
献
を
発
見
す
る
た
め
の
機
器
も

あ
る
。
電
球
部
分
の
角
度
を
自
由
に
変
え
な
が
ら
資
料
に
光
を
当
て
て
、

探
索
す
る
も
の
で
あ
る
。
箱
型
の
も
の
に
電
球
が
設
置
さ
れ
て
い
る
た
め
、

調
査
者
の
両
手
が
空
き
、
記
録
が
取
り
や
す
い
。
た
だ
、
現
存
す
る
角
筆

ス
コ
ー
プ
は
個
数
が
少
な
く
、
調
査
者
す
べ
て
が
利
用
で
き
て
い
な
い
。

今
後
は
十
分
な
数
量
が
作
製
さ
れ
、
調
査
の
効
率
と
正
確
さ
が
向
上
す
る

こ
と
が
望
ま
れ
る
。
以
上
が
角
筆
文
献
の
調
査
に
お
け
る
準
備
と
調
査
方

法
で
あ
る
。六

お

わ

り

に

こ
の
度
、
金
光
図
書
館
の
角
筆
文
献
に
つ
い
て
、
再
整
理
を
行
い
、
書

式
的
事
項
や
角
筆
文
字
情
報
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
方
言
的
特
徴
に
つ
い
て

論
じ
た
。
一
九
九
二
年
の
調
査
で
は
、
角
筆
文
献
の
発
見
を
中
心
に
行
っ
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た
が
、
今
回
は
悉
皆
的
に
角
筆
文
字
情
報
の
調
査
を
も
と
に
考
察
し
た
。

金
光
図
書
館
の
角
筆
文
献
は
、
一
つ
の
家
に
伝
わ
る
資
料
で
は
な
く
、

様
々
な
場
所
に
伝
わ
っ
て
き
た
書
物
を
集
積
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に

書
き
入
れ
ら
れ
た
角
筆
文
字
情
報
も
、
そ
の
特
徴
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
し
か
し
、
具
体
的
な
所
有
者
名
や
文
献
の
所
在
地
が
墨
書
き
に

よ
っ
て
分
か
る
資
料
も
多
く
、
こ
れ
ら
は
そ
の
所
在
地
の
近
世
方
言
の
特

徴
を
知
る
う
え
で
有
効
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
の
角
筆
文
字
情
報
か
ら

考
察
し
た
結
果
も
、
他
の
備
前
地
方
の
寺
社
で
見
つ
け
た
角
筆
文
献
か
ら

考
察
し
た
内
容
と
一
致
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。

一
九
九
二
年
の
調
査
か
ら
三
十
年
後
の
再
調
査
で
あ
っ
た
が
、
大
き
く

変
化
し
た
点
と
し
て
二
人
の
角
筆
例
会
メ
ン
バ
ー
と
共
に
調
査
を
行
っ
た

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
図
書
館
情
報
学
や
図
書
館
司
書
の
視

点
か
ら
調
査
方
法
や
目
録
に
つ
い
て
、
新
た
な
視
点
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
。今

回
の
調
査
は
角
筆
研
究
の
今
後
を
見
据
え
た
新
た
な
出
発
点
と
な
っ

た
点
で
有
意
義
で
あ
っ
た
。

（
1
）
小
林
芳
規
編
『
角
筆
文
獻
目
録
』1992 .5 -1994 .5

合
冊

（
2
）
本
稿
の
著
者
三
名
で
月
に
一
回
、
角
筆
研
究
に
つ
い
て
様
々
な
視
点
で
話
し

合
う
た
め
に
開
催
し
て
お
り
、
現
在
45
回
に
な
る
。

（
3
）
『
日
本
目
録
規
則
』
1
9
8
7
年
版
改
訂
3
版
、
日
本
図
書
館
協
会
目
録
委

員
会
編
、
日
本
図
書
館
会
、
2
0
0
6
年
「
付
録
6

用
語
解
説
」p. 421

「
目
録
」
の
項
を
参
照
。

（
4
）
『
情
報
資
源
組
織
法
』
第
3
版
、
志
保
田
務
・
高
鷲
忠
美
編
著
、
前
川
和
子
、

家
禰
淳
一
共
著
、
第
一
法
規
、
2
0
2
1
年p. 16  ii

書
誌
記
述
の
項
を
参
照
。

（
5
）
『
日
本
目
録
規
則
』
1
9
8
7
年
版
改
訂
3
版p. 54

「2 .0

通
則
」
の
説
明

に
お
い
て
「
…
ま
た
。
和
古
書
、
漢
籍
（
と
も
に
写
本
、
手
稿
等
は
除
く
）
に

特
有
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
そ
の
条
項
あ
る
い
は
条
内
の
関
連
す
る
箇
所
に

「（
古
）」
と
付
し
区
別
し
た
。
…
」
と
あ
る
。（
古
）
は
和
古
書
等
の
資
料
に
関

わ
る
も
の
で
あ
る
。

【
謝
辞
】

こ
の
度
の
調
査
の
回
数
は
、
計
8
回
に
及
ぶ
。
そ
の
間
、
金
光
図
書
館

館
長
の
大
矢
嘉
氏
を
始
め
、
職
員
の
皆
様
に
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
。
特

に
、
次
長
の
岡
田
清
華
氏
に
は
、
調
査
文
献
の
搬
出
や
管
理
、
調
査
の
日

程
の
調
整
な
ど
、
細
や
か
な
支
援
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
謝

申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
本
論
文
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
事
前
に
お
読
み
く

だ
さ
り
、
投
稿
許
可
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

快
適
に
調
査
で
き
る
環
境
を
整
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
方
に
、
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
る
。

（
執
筆
担
当
）
第
一
、
二
、
三
、
六
章
、
柚
木

第
四
章
、
近
藤

第
五
章
、

石
田
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Reinvestigation of the Kakuhitsu Manuscripts Collected in the Konko Library
――Future Challenges in the Reorganization of the Kakuhitsu Manuscripts 

and the Catalog and Research Methods――

Yasushi YUNOKI, Tomoko KONDO and Yasuko ISHIDA

Abstract

Based on a reexamination of the Kakuhitsu manuscripts collected in the Konko Library, this paper 
reorganizes the bibliography entries of the Kakuhitsu manuscripts and discusses dialectical elements 
in the Bizen region during the late Edo period, as revealed by Kakuhitsu character information.  The 
initial research was conducted by the lead author in 1992, and it’s been 30 years since the first 
research.
Additionally, recommendations regarding the catalog of the Kakuhitsu manuscripts and research 
methods are provided from the perspectives of library and information science and library administra-
tion.  While Kakuhitsu manuscript research has traditionally been approached from a Japanese lin-
guistic standpoint, the paper argues that, in the future, changes in catalog content and research 
methods are necessary from the standpoint of preserving the Kakuhitsu manuscripts.




